
JP 2003-519132 A5 2008.1.31

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年1月31日(2008.1.31)

【公表番号】特表2003-519132(P2003-519132A)
【公表日】平成15年6月17日(2003.6.17)
【出願番号】特願2001-549372(P2001-549372)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 251/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 251/24    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月10日(2007.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　化合物Ｇ2及び更に群Ｇ0、Ｇ1、Ｇ3、Ｇ4、Ｇ5、Ｇ6のうち少なくと
も１個の化合物を含んでおり、該化合物Ｇ0～Ｇ6が、それぞれ、式（Ｉ）：
【化１】

（式中、
　Ｘ、Ｙ及びＺは、互いに独立して、Ｈ、Ｔ1、ＯＴ1、ＮＴ1Ｔ2、ＳＴ1、ＳＯＴ1、ＳＯ

2Ｔ1、ＳＯ2ＮＴ1Ｔ2、ＳＯ3Ｈ、ＳＯ3Ｔ1、ＳＯ3Ｍ又は－Ｄであり；ここで、
　Ｔ1及びＴ2は、Ｃ1－Ｃ50アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル、Ｃ7－Ｃ18アリールア
ルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルアリール、Ｃ6－Ｃ18アリール、Ｃ2－Ｃ50アルケニル、Ｃ5－
Ｃ12シクロアルケニル、Ｃ2－Ｃ50アルキニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキニル、Ｃ5－Ｃ18

ビシクロアルキル、Ｃ6－Ｃ18ビシクロアルケニル；あるいは１個以上のＤで置換され、
及び／又は、所望であれば、１個以上の単位Ｅで中断されているこれらの基のうちの１個
であり；
　Ｄは、－Ｒ、－ＯＨ、－ＯＲ、－ＳＲ、－ＮＲＲ’、－ＮＲＳＯ２Ｒ’、－ＳＯＲ、－
ＳＯ２Ｒ、－ＳＯ２ＮＲＲ’、－ＳＯ３Ｈ、－ＳＯ３Ｍ、－ＳＯ３Ｒ、オキシラニル、－
Ｈａｌ、－ＣＮ、－ＣＯＲ、－ＣＯＯＲ、－ＣＯＯＭ、－ＣＯＮＲＲ’、－ＯＣＯＲ、－
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ＯＣＯＯＲ、－ＯＣＯＮＲＲ’、－ＮＲＣＯＲ’、－ＮＲＣＯＯＲ’、－ＮＲＣＯＮＲ’
Ｒ”から選択され；
　Ｅは、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＲ－、－ＳＯ－、－ＳＯ2－、－ＳＯ2ＮＲ－、－ＣＯ－、
－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＲ－、－ＯＣＯ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－ＯＣＯＮＲ－、－ＮＲＣ
Ｏ－、－ＮＲ－ＣＯ－Ｏ－及び－ＮＲＣＯＮＲ’－から選択され；
　Ｒ、Ｒ’、Ｒ”、Ｒ*は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ1－Ｃ50アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロ
アルキル、Ｃ7－Ｃ18アリールアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルアリール、Ｃ6－Ｃ18アリー
ル、Ｃ2－Ｃ50アルケニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルケニル、Ｃ2－Ｃ50アルキニル、Ｃ5－Ｃ

12シクロアルキニル、Ｃ5－Ｃ18ビシクロアルキル、Ｃ6－Ｃ18ビシクロアルケニル；又は
ＯＨで置換され、及び／若しくはＯで中断されている前記炭化水素基のうちの１個であり
；
　Ｈａｌは、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ又は－Ｉであり；
　Ｍは、一価金属陽イオン、好ましくはアルカリ金属陽イオンであるか、又はＮ（ＲＲ’
Ｒ”Ｒ*）+、特にアンモニウムであるか、若しくはＰ（ＲＲ’Ｒ”Ｒ*）+であり;
　ここで、
　化合物Ｇ0において、基Ｒ1、基Ｒ2、基Ｒ3、基Ｒ4、基Ｒ5及び基Ｒ6は、それぞれ水素
であり；
　化合物Ｇ1において、群Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6のうち１個の基はＱであり、
他はそれぞれ水素であり；
　化合物Ｇ2において、群Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6のうち２個の基はそれぞれＱ
であり、他はそれぞれ水素であり；
　化合物Ｇ3において、群Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6のうち３個の基はそれぞれＱ
であり、他はそれぞれ水素であり；
　化合物Ｇ4において、群Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6のうち４個の基はそれぞれＱ
であり、他はそれぞれ水素であり；
　化合物Ｇ5において、群Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6のうち５個の基はそれぞれＱ
であり、１個の基は水素であり；
　化合物Ｇ6において、基Ｒ1、基Ｒ2、基Ｒ3、基Ｒ4、基Ｒ5及び基Ｒ6は、それぞれＱで
あり；そして
　Ｑは、－Ｔ1、－ＣＯＴ1、－ＣＯＨ、－ＣＯＯＴ1、－ＣＯＮＨＴ1、－ＣＯＮＨ2又は
－ＣＯＮＴ1Ｔ2である）
に対応する、化合物の混合物。
　　【請求項２】　Ｇ2と、更にＧ3及び／又はＧ4とを、それぞれの場合、混合物に存在
する全化合物Ｇ0～Ｇ6の１００重量部当たり５～８０重量部の量で含む、請求項１記載の
化合物混合物。
　　【請求項３】　式（Ｉ）の化合物Ｇ1～Ｇ6において、
　Ｑが、－Ｔ1、－ＣＯＴ1、－ＣＯＮＴ1Ｔ2であり；
　Ｘ、Ｙ及びＺが、互いに独立して、－Ｈ、－Ｔ1又はＤであり；
　Ｔ1及びＴ2が、互いに独立して、Ｃ1－Ｃ18アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル、Ｃ7

－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル、フェニル、ナフチル、ビフェニ
リル、Ｃ2－Ｃ18アルケニル；又はそれぞれの場合、Ｄで置換されている、Ｃ1－Ｃ18アル
キル、シクロヘキシル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル、フェ
ニル、Ｃ3－Ｃ12アルケニル；又はＥで中断されている、Ｃ3－Ｃ50アルキル、Ｃ7－Ｃ18

フェニルアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェニル若しくはＣ4－Ｃ18アルケニル；又はＤで
置換され、かつＥで中断されている、Ｃ2－Ｃ50アルキル若しくはＣ4－Ｃ18アルケニル若
しくはＣ7－Ｃ18フェニルアルキルであり；
　Ｄが、－Ｒ、－ＯＨ、－ＯＲ、－Ｈａｌ、－ＣＯＲ”、－ＣＯＯＲ、－ＣＯＯＭ、－Ｏ
ＣＯＲ”、－ＳＯ3Ｈ、－ＳＯ3Ｍであり；
　Ｅが、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－であり；
　Ｒが、Ｈ，Ｃ1－Ｃ18アルキル、シクロヘキシル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7－
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Ｃ18アルキルフェニル、フェニル、Ｃ3－Ｃ12アルケニルであり；
　Ｒ”が、Ｈ、Ｃ1－Ｃ18アルキル、シクロヘキシル、Ｃ7－Ｃ18フェニルアルキル、Ｃ7

－Ｃ18アルキルフェニル、フェニル、Ｃ3－Ｃ12アルケニルであり；
　Ｈａｌが、－Ｆ又は－Ｃｌであり；そして
　Ｍが、Ｌｉ、Ｎａ又はＫである、請求項１記載の化合物混合物。
　　【請求項４】　Ａ）光、酸素及び／又は熱による損傷に敏感な有機材料と、
Ｂ）安定剤として請求項１記載の化合物の混合物を含む組成物。
　　【請求項５】　更なる成分として、酸化防止剤、ＵＶ吸収剤及び光安定剤、金属不活
性化剤、ホスファイト及びホスホナイト、ヒドロキシルアミン、ニトロン、チオ相乗剤、
過酸化物破壊化合物、ポリアミド安定剤、塩基共安定剤、核化剤、充填剤及び補強剤、可
塑剤、滑剤、乳化剤、分散剤、顔料、レオロジー的添加剤、触媒、均展助剤、蛍光増白剤
、難燃剤、帯電防止剤、発泡剤、ベンゾフラノン並びに／又はインドリノン類からなる種
類の添加剤を含む、請求項４記載の組成物。
　　【請求項６】　更なる成分として、立体障害されたアミン、２－（２－ヒドロキシフ
ェニル）－１，３，５－トリアジン、２－ヒドロキシフェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾー
ル、２－ヒドロキシベンゾフェノン及び／又はオキサルアニリド類の酸化防止剤及び光安
定剤から選択される１個以上の安定剤を含む、請求項４又は５記載の組成物。
　　【請求項７】　光、酸素及び／又は熱に対して損傷を及ぼす暴露に対して有機材料を
安定化させる方法であって、安定化剤として、式（III）：
【化２】

（式中、
　Ｘ、Ｙ及びＺは、互いに独立して、Ｈ、Ｔ1、ＯＴ1、ＮＴ1Ｔ2、ＳＴ1、ＳＯＴ1、ＳＯ

2Ｔ1、ＳＯ2ＮＴ1Ｔ2、ＳＯ3Ｈ、ＳＯ3Ｔ1、ＳＯ3Ｍ又は－Ｄであり；ここで、
　Ｔ1及びＴ2は、Ｃ1－Ｃ50アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル、Ｃ7－Ｃ18アリールア
ルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルアリール、Ｃ6－Ｃ18アリール、Ｃ2－Ｃ50アルケニル、Ｃ5－
Ｃ12シクロアルケニル、Ｃ2－Ｃ50アルキニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキニル、Ｃ5－Ｃ18

ビシクロアルキル、Ｃ6－Ｃ18ビシクロアルケニル；又あるいは１個以上のＤで置換され
、及び／又は、所望であれば、１個以上の単位Ｅで中断されているこれらの基のうちの１
個であり；
　Ｔ3は、Ｃ1－Ｃ50アルキル、Ｃ2－Ｃ50アルケニル、Ｃ2－Ｃ50アルキニル；又はそれぞ
れの場合、１個以上の－ＳＯＲ、－ＳＯ2Ｒ、－ＳＯ2ＮＲＲ’、－ＳＯ3Ｈ、－ＳＯ3Ｍ、
－ＣＯＲ、－ＣＯＯＲ、－ＣＯＯＭ、－ＣＯＮＲＲ’、－ＯＣＯＲ、－ＯＣＯＯＲ、－Ｏ
ＣＯＮＲＲ’、－ＮＲＣＯＲ’、－ＮＲＣＯＯＲ’、－ＮＲＣＯＮＲ’Ｒ”で置換されて
いるＣ1－Ｃ50アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル、Ｃ7－Ｃ18アリールアルキル、Ｃ7－
Ｃ18アルキルアリール、Ｃ6－Ｃ18アリール、Ｃ2－Ｃ50アルケニル、Ｃ5－Ｃ12シクロア
ルケニル、Ｃ2－Ｃ50アルキニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキニル、Ｃ5－Ｃ18ビシクロアル
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キル、Ｃ6－Ｃ18ビシクロアルケニルであり；
　Ｔ4は、それぞれの場合、１個以上の－ＣＯＯＭで置換され、所望であれば、１個以上
の単位Ｅで中断されている、Ｃ1－Ｃ50アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル、Ｃ7－Ｃ18

アリールアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルアリール、Ｃ6－Ｃ18アリール、Ｃ2－Ｃ50アルケ
ニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルケニル、Ｃ2－Ｃ50アルキニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキニル
、Ｃ5－Ｃ18ビシクロアルキル、Ｃ6－Ｃ18ビシクロアルケニルであり；
　Ｄは、－Ｒ、－ＯＨ、－ＯＲ、－ＳＲ、－ＮＲＲ’、－ＮＲＳＯ２Ｒ’、－ＳＯＲ、－
ＳＯ２Ｒ、－ＳＯ２ＮＲＲ’、－ＳＯ３Ｈ、－ＳＯ３Ｍ、－Ｈａｌ、－ＣＮ、－ＣＯＲ、
－ＣＯＯＲ、－ＣＯＯＭ、－ＣＯＮＲＲ’、－ＯＣＯＲ、－ＯＣＯＯＲ、－ＯＣＯＮＲＲ
’、－ＮＲＣＯＲ’、－ＮＲＣＯＯＲ’、－ＮＲＣＯＮＲ’Ｒ”から選択され；
　Ｅは、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＲ－、－ＳＯ－、－ＳＯ2－、－ＳＯ2ＮＲ－、－ＣＯ－、
－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＲ－、－ＯＣＯ－、－Ｏ－ＣＯＯ－、－ＯＣＯＮＲ－、－ＮＲＣＯ
－、－ＮＲ－ＣＯ－Ｏ－及び－ＮＲＣＯＮＲ’－から選択され；
　Ｒ、Ｒ’、Ｒ”は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ1－Ｃ50アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキ
ル、Ｃ7－Ｃ18アリールアルキル、Ｃ7－Ｃ18アルキルアリール、Ｃ6－Ｃ18アリール、Ｃ2

－Ｃ50アルケニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルケニル、Ｃ2－Ｃ50アルキニル、Ｃ5－Ｃ12シク
ロアルキニル、Ｃ5－Ｃ18ビシクロアルキル、Ｃ6－Ｃ18ビシクロアルケニルであり；
　Ｈａｌは、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ又は－Ｉであり；
　Ｍは、一価金属陽イオン、好ましくはアルカリ金属陽イオンであるか、又はＮ（Ｒ）4

+

、特にアンモニウムであるか、若しくはＰ（Ｒ）4
+、特にホスホニウムであり;

　ここで、
　化合物Ｇ1において、基Ｒ1はＱ1であり、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は、それぞれ水素
であり；
　化合物Ｇ2において、基Ｒ1及び基Ｒ2は、互いに独立して、それぞれＱ2であり、Ｒ3、
Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は、それぞれ水素であり；
　化合物Ｇ3において、基Ｒ1、基Ｒ2及び基Ｒ3は、互いに独立して、それぞれＱ3であり
、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は、それぞれ水素であり；
　化合物Ｇ４において、基Ｒ1、基Ｒ2、基Ｒ3及び基Ｒ4は、互いに独立して、それぞれＱ

3であり、Ｒ5及びＲ6は、それぞれ水素であり；
　化合物Ｇ5において、基Ｒ1、基Ｒ2、基Ｒ3、基Ｒ4及び基Ｒ5は、互いに独立して、それ
ぞれＱ3であり、Ｒ6は、水素であり；
　化合物Ｇ6において、基Ｒ1、基Ｒ2、基Ｒ3、基Ｒ4、基Ｒ5及び基Ｒ6は、互いに独立し
て、それぞれＱ3であり；そして
　Ｑ1は、－Ｔ1、－ＣＯＴ1、－ＣＯＨ、－ＣＯＯＴ1又は－ＣＯＮＴ1Ｔ2であり；そして
　Ｑ2は、－Ｔ3、－ＣＯＴ1、－ＣＯＨ、－ＣＯＯＴ1又は－ＣＯＮＴ1Ｔ2であり；そして
　Ｑ3は－Ｔ4である）
で示される類Ｇ1、Ｇ2、Ｇ3、Ｇ4、Ｇ5、Ｇ6の化合物を前記有機材料に混合する及び／又
は適用することを含む方法。
　　【請求項８】　光、酸素及び／又は熱に対して損傷を及ぼす暴露に対して有機材料を
安定化させる方法であって、安定化剤として請求項１記載の化合物の混合物を前記材料に
混合する及び／又は適用することを含む方法。
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